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板東駅から昭和の面影を残す“ばんどう門前通り”を散策しながら、四国八十八箇所霊場一番札
所『霊山寺』へ。御参りをすませたあと、阿波の国一の宮『大麻比古神社』へ。その後、鳴門の物産
品が揃う『道の駅・第九の里』に向かいます。すぐ横にはドイツ兵捕虜たちの活動や板東の人たち
との交流の様子を学べる『鳴門市ドイツ館』もあります。（ドイツ館前から路線バスで鳴門市街へ
戻ることもできます）俘虜収容所跡のドイツ村公園、慰霊碑、菩提樹の森、そして板東駅へ。

鳴門市街
エリア 鳴門の渡船（無料）と撫養街道散策
N A R U T O  C I T Y  A R E A

大麻
エリア
O A S A  A R E AJR鳴門駅から路線バスを利用し、小鳴門橋を渡り漁村の風情が残る土佐泊へ。

ここには土佐日記で有名な紀貫之ゆかりの寺「潮明寺」、悲運の死をとげた
平家の大将・平通盛の妃、小宰相の局（こざいしょうのつぼね）の史跡があります。
土佐泊から岡崎へは、現在も鳴門市民の足として活躍中の“渡船”で渡ります。
その後、かつて四国の玄関口として栄えた『撫養街道（むやかいどう）』を
歩き旧街道に残る町並みを見ながら鳴門駅へ。
 

※途中、鳴門市街地を一望できる 「妙見山公園」（かつての益田大膳の居城、岡崎城跡）
に登ることもできます。

“鳴ちゅる”うどんと
国指定重要文化財「福永家住宅」

紀貫之が土佐泊に寄港した
時に詠んだ歌“としころを 住
みし所のなにしおえば きよる
る浪をもあわれとぞ見る”の
歌碑があり、鳴門市の文化財
に指定されています。
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大麻町史跡探訪と
大谷焼の里 窯元【蔵＆蔵めぐり】

阿波神社、種蒔大師東林院を廻り、大谷焼の里の
窯元をゆっくり探索します。
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潮明寺

板東俘虜収容所跡はきれ
いに整備された公園にな
り、一部には収容所の築
かれた当時のレンガが残
されています。

阿波一の宮として、県下一の社
格を誇り、また「おおあさはん」
の名で親しまれています。境内
には、樹齢千年の大楠、ドイツ
兵捕虜たちの手で造られた「ド
イツ橋」などがあります。

大麻比古神社

ドイツ村公園

愛する夫の死を聞き、恋しさに耐えかねて海
に身を投げた小宰相局の史跡です。局がその
時懐妊の身であったことから史跡に祈れば子
を授かるとも伝えられています。

小宰相局の史跡

“一番さん”の名前で親しまれ、一
年中白装束に同行二人と書かれ
た菅笠をかぶったお遍路さんで賑
わっている四国八十八箇所霊場
一番札所。奈良時代に僧行基が
聖武天皇勅願の道場として開基
したといわれています。

霊山寺

“鳴ちゅる”うどん
麺は縮れた細麺で、煮干しなどを用いたあっ
さりした味わい。刻み揚げに、ネギをのせた
シンプルな取り合わせが人気。

渡船
川や内海が多い鳴門では、昔から渡船が日常
生活の足として活躍しています。現在鳴門市
内では３箇所で運航されており、渡船ファンの
間でも人気があります。（乗船は無料！）

岡崎海岸
大鳴門橋を望む“ビューポイント”です！（以
前は海水浴場でした）休日には、釣りや水
遊びをする地元の人で賑わいます。

陶芸体験
各窯元では、皿、湯呑等の作陶・絵付けと
いった陶芸体験ができ、人気です。
（要・予約）（別料金）

大谷焼の里
江戸時代後期、四国八十八箇所霊場巡礼に来た焼物
細工師・文右衛門が、大谷村において作ったのがはじま
りとされてます。身の丈ほどもある甕や睡蓮鉢の大物
陶器が有名で、平成１５年に国の伝統的工芸品に指定
されました。

福寿醤油
創業文政9年の老舗。阿讃山脈から流れる
豊かな伏流水を使い、大豆は粒が大きく甘み
のある徳島産のものを厳選して、現在もこだ
わりの醤油を作りつづけています。

『阿波神社』へのアクセス
●JR鳴門駅から列車にて約15分『JR阿波大谷』下車、徒歩10分。
●鳴門ICより車で約10分。

『JR板東駅』『霊山寺』へのアクセス
●『JR板東駅』へはJR鳴門駅から列車にて約40分。（池谷駅にて乗換）
●『霊山寺』へはJR鳴門駅から徳島バス大麻線にて約28分『霊山寺』下車。
　または、鳴門ICより車で約15分、板野ICより車で約5分

鳴門市ドイツ館
１９１７年から１９２０年までの３年間、「板東俘
虜収容所」で暮らしていたドイツ兵捕虜たちの暮
らしや板東の人々との交流の様子を後世に伝え
るために建てられました。館内の「第九シア
ター」では、実物大の人形がベートーヴェンの
「第九」演奏を聞かせてくれます。
（入館料要）

ご案内モデルコース 歩行距離 約5km（約3時間）

ご案内モデルコース 歩行距離 約5.6km（約3時間）

※路線バス代は各自ご負担下さい。

集合時間は要相談【路線バス利用のため】
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ご案内モデルコース 歩行距離 約6km（約3時間）

※鳴ちゅるうどん代は各自ご負担ください。

JR鳴門駅から塩田発祥の地「えびす山公
園」を経て、かつて塩田で栄えた高島へ。高
島が発祥と言われる鳴門のソウルフード
“鳴ちゅる”うどんを味わい、国指定重要文
化財「福永家住宅」を訪れ、その名残を探
求します。（見学は外観のみ）帰りは小鳴門海
峡を渡船で黒崎へ渡ります。

福永家は寛文年中に、高島村で塩田を
開き製塩業を営み、この付近は江戸時
代以来、鳴門塩田の中心でした。この住
宅の製塩関係建物と、入浜塩田はその
唯一の遺構です。（国重要文化財指定）

〈注〉福永家住宅は外観のみの見学にな
ります。
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ご案内モデルコース 歩行距離 約6km（約3時間）

10：00集合 
※集合時刻は変更になる場合があります。予約の際に必ずご確認下さい。
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